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構造物制振特性 WGでは，制振材を積層した構造物の振動特性，音響特性の

評価方法，数値シミュレーション法の確立と現象解明とを目的とした調査，研

究を行っている.ダクトの制振防音特性を現在，検討中である.進捗状況を報

告する.

1.研究テーマと活動経緯

本 WGでは制振材を積層した構造物の振動特性，

音響特性の評価方法，数値シミュレーション法の

確立と現象解明とを目的とした調査研究を行って

いる.最初にモデ、ルとして，枠付きアルミ平板に

ニ層型制振材を積層した構造を取りあげた.振動

特性，減衰特性や音響放射特性の評価方法，数値

モデルの作成方法等を検討し，実構造への適用に

むけて有用な結果を得ている.次にこの結果をも

とに，制振防音に関連する実用構造をターゲット

とした問題へ取り組むこととなった.現在，ダク

トモデ、ルにニ層型制振材を積層した構造を取りあ

げ，実験解析，数値解析を進めている.

2.活動の現状

制振材を貼っていないダクトについて基礎振動

特性を明らかにしてある.対応する数値シミュレ

ーションモデ、ルも構築できている.さらに，制振

ダクトの試験用の制振材が準備できている.対応

する基礎材料データが収集できている.具体的に

は，以下の 2.1-2，5の項目について，検討を進

めている.なお， 2.1-2.3までは過去の WG報告

の要約であQ(t) (2). 2. 4以降は新たな検討結果で
あるは)(4¥

2. 1ダクトモデル(¥)

図 lに実験用のダクトを示す.図 2にダクトの

部材構成を示す.縦×横×長さ=300x 360 x 480mm 
である.ダクト本体は，直角に折り曲げた厚さ

1. 2mmの鋼板2枚からなり，それらを約 15mmの止
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Fig.1 Experimental Setup of duct for a unit 
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Fig.2 Parts of duct for a unit 
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